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〔背景・ねらい〕 

 静岡県の伊豆産ダイダイ（橙）は、その香りや風味を活かしてポン酢や飲料の材料として

利用されているが、その搾りかすは年間約 200 トン発生し、廃棄処分されている。 
 工業技術研究所では、ダイダイ果皮に柑橘の爽やかな香気成分が含まれることに着目し、

ダイダイの搾りかすを活かしたアロマ製品の開発を行った。 
 
〔成果の内容・特徴〕 

１ ダイダイ果皮から香りを損なうことなく香気成分を効率的に採り出すための最適条件

（減圧・低温での水蒸気蒸留）を見出し、高品質なダイダイ精油（アロマオイル）や芳香

蒸留水（アロマウォーター）の製造法を開発した。 
２ これらの香り素材を使用して、県内の食品メーカーや化成品メーカーと共同で、伊豆産

の椿油を配合して更に付加価値を高めたアロマソープとほのかにダイダイの香りがする高

級感のあるアロマウェットタオルを試作した（写真）。 
 
〔成果の活用・留意点〕 

１ 伊豆の地域資源であるダイダイを活かして、JA あいら伊豆などの産地や県内企業と連携

して、付加価値の高い製品を開発することができた。 

２ 試作した製品はいずれも、平成26年度には県内企業によって販売が予定されている。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 

 

図 試作したアロマソープ(a)及び高級アロマウェットタオル(b) 

(a) アロマソープ（化粧石鹸）：橙の香り・伊豆の椿油配合 
Ⅰ 天然素材を活かしたコールドプロセス製法*)の固形石鹸（２種） 
Ⅱ 優しい泡立ちの練り石鹸 

(b) 高級アロマウェットタオル 
Ⅲ 橙のほのかな香り・大判厚手の不織布素材・ノンアルコールタイプ 

＊) コールドプロセス製法：低温でゆっくり時間をかけるハンドメイド製法。 
熱をかけず、原料の香りや成分が保たれる。 

(a) (b)

ⅡⅠ Ⅲ


